
氏名 外岡慎一郎

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目 ・史学演習Ⅱ

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

・歴史フォーラム実行委員長として任を果たした。
・通信教育部の委員として任を果たした。

・シラバスに示した各授業の目的、意義を実現することができた。
・学生の到達度（成績）も意図した程度に達しており、授業アンケート評価も良好であった。
・成績評価の基準を公開し、異議申し立ての機会もe-learningを活用して設け、成績評価の公平
  性を確保した。

・テレビ、新聞等の取材対応、番組制作への協力、出演等を通じて普及活動に尽力した。
・奈良県教育委員会の事業（県内古文書現状調査）に他の史学科教員ととともに協力した
・福井県文化財保護審議会委員として文化財の指定、現状確認等の作業に従事した。
・日本古文書学会理事として学会運営に参画した。
・公開講座等の講師として普及活動に尽力した。

　【研究上の特記事項】
・専門領域の研究において一定の進展があった。近々文章化したものが刊行される。
・史学科で購入した古文書の紹介解説を『奈良史学』に掲載した。

・史学研究法
・史学演習Ⅰ～Ⅳ
・史料講読Ⅰ～Ⅳ
・日本史特殊講義Ⅱ
・国際交流史基礎講義Ⅱ
・学問と社会

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

令　和　４　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

歴史学研究会　日本史研究会　歴史科学協議会　日本古文書学会　中央史学会　史学会
中世史研究会  大阪歴史学会　歴史地震研究会

日本中世の紛争解決　大谷吉継　歴史災害

中央大学大学院文学研究科国史学専攻

博士（史学）

日本中世史

最終学歴

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・文献史学演習Ⅰ～Ⅳ
・文献史学特殊講義B

授業科目

学部担当科目



①
史料紹介「応安弐年四月廿
五日　河野辺駿河守某施行
状」

単

②
城陽市民大学　講演
「鎌倉幕府をつくった人々」

単

③
野洲市立歴史民俗博物館
歴史講座
「西国御家人と東国御家人」

単

④
敦賀市立博物館
吉継café　20
「吉継年表が更新されました」

単

鎌倉幕府草創にかかる武士群像とエピソードを史料を
もとに解説。鎌倉幕府論。

鎌倉幕府の法制、鎌倉時代の社会構造のなかであら
われる、西国御家人と東国御家人の相違と歴史的特質
を解説。

2023年1月 敦賀市立博物館
近年の研究成果を盛り込んだ大谷吉継年譜の更新と、
再発見史料の解説。

2022年7月

奈良史学40号2023年2月

2022年9月
野洲市立

歴史民俗博物館

城陽市

（学術論文）

（著書）

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

史学科で購入した古文書の紹介と解説。散逸した個人
所蔵文書の現状確認を含む。

（学会発表）

（その他）


